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「町田市地域経営ビジョン2030
～協働による地域社会づくり推
進計画～」を策定しました

　２０１６年４月３０日にオープンした、子どもセンターまあちが、３月１６日に来
館者１０万人を達成しました。
　１０万人目の来館者となったのは、親
子で遊びに来た原町田在住の清水英理
子ちゃん（１歳）です。４月３０日に行わ
れた１周年記念イベント「まあち１

ワン

バー
スデー」で、髙橋副市長から、手作りお
もちゃと記念品が贈られました。
問まあち☎７９４・７３６０

　「町田市『協働による地域社会づく
り』推進計画」の後継計画として、「町
田市地域経営ビジョン２０３０～協働
による地域社会づくり推進計画～」
を策定しました。
　２０３０年までに目指す地域の姿
（ビジョン）を共有し、地域と市が力
を合わせて実現するための考え方を
示したものです。

　計画の冊子
は、市民協働
推進課（市庁
舎２階）、各市
民センター、
各市立図書館、町田市民フォーラム
で閲覧できるほか、町田市ホームペ
ージでダウンロードできます。
問市民協働推進課☎７２４・４３６２

　１２月３日㈰に開催予定の市民協働
フェスティバル「まちカフェ！」を主
催する実行委員会の設立に先立ち、
準備会を開催します。
　出展を考えている団体や「まちカ
フェ！」の企画に携わりたい方、ボラ
ンティアとして参加を希望される方
はご出席下さい。
　市民協働フェスティバル「まちカ
フェ！」は、町田市を中心に活躍する
町内会・自治会やＮＰＯ法人、ボラン
ティア団体などが一堂に集うイベン

トです。２０１６年度は１５９団体の参
加・協力のもと、７８００人以上の来場
者でにぎわいました。詳細は、町田市
ホームページをご覧下さい。
○日時　６月１９日㈪午後６時３０分～
８時
○会場　市庁舎３階災害対策本部室
○申し込み　団体名（団体で参加す
る場合）・氏名・電話番号・Ｅメールアド
レスを明示し、６月９日までに電話ま
たはＦＡＸで市民協働推進課（☎７２４
・４３６２返０５０・３０８５・６５１７）へ。

「まちカフェ！」準備会を開催します！
第11回市民協働フェスティバル

子どもセンターまあち

来館者10万人を達成！ 　京王相模原線多摩境駅に、駅前広場と改札階をつなぐエレベーターが完成
し、４月２８日から利用できるようになりました。

　エレベーターは１１人乗りで、運
転時間は午前４時３０分から翌午前
１時です。自転車の乗り入れはで
きません。
　今後も市では、町田市福祉のま
ちづくり総合推進条例等に基づ
き、道路交通や施設のバリアフリ
ー化を推進していきます。
問道路政策課☎７２４・１１２４

多摩境駅の駅前広場に
エレベーターが完成

　町田市の防災に関わる２つの計画を修正しましたので、
そのポイントをお知らせします。
　計画の本文は、町田市ホームページでご覧いただけます。

問防災課☎７２４・３２１８

町田市地域防災計画
町田市国民保護計画を修正しました
町田市地域防災計画 修正のポイント 市の防災行政の基本となる「町田市地域防災計画」の、修正ポイントは次のとおりです。

○市役所内各部署の業務担当の見直し
・�各部の職員数をもとに災害時の業務
担当を再検証し、災害時に行う部ご
との業務量の偏りを調整しました。

○災害対策基本法改正への対応
・�緊急車両の円滑な通行のため、道路
管理者による放置車両の移動等につ
いて記載しました。
・�災害廃棄物処理の応援要請について
記載しました。

⇒ より迅速・確実な災害対応につなが
ります

○災害時帰宅困難者対策の充実
・�町田駅周辺の帰宅困難者の一時滞在施設に
ついて、新たな施設を追加し、記載を充実さ
せました。

⇒ 駅前滞留者を減らすこと
ができます

○土砂災害対策への取り組み
・�土砂災害により既存の避難施設が使用できなくな
る可能性のある地区で、協定を結んだ地域の集会
施設を代替施設として使用できる
ようにしました。

⇒ 新たな位置づけにより、避難でき
る施設が増えます

○その他の修正
・�南町田駅周辺整備に伴い、鶴間公園の拡大部分
も避難広場として整備するよう規定しました。
・�災害復興について、体制の確
立や建築制限の実施等を盛
り込みました。

町田市国民保護計画 修正のポイント 外国からの武力攻撃事態や大規模テロ等に備える「町田市国民保護計画」の、修正ポイントは
次のとおりです。

○警報の伝達方法の修正
・�Ｊ－ＡＬＥＲＴ（全国瞬時警報システム）等の国から
の情報伝達システムや町田市メール配信サービ
スなど、現在導入されているシステムを活用し
た情報伝達方法について、新たに記載しました。

○テロ対策の充実
・�東京２０２０オリンピック・パラリンピ
ック競技大会への危機管理の視点を踏
まえ、大規模テロ発生時等の情報収集
体制について記載を充実させました。

○その他の修正
・�避難施設の開設や運営時における、要配慮者や女性等へ
の配慮について、地域防災計画と同様に記載しました。
・�ＤＭＡＴ（災害派遣医療チーム）との連携を盛り込む
等、医療体制について見直しを行いました。

○住民の避難に関する勧告の呼称を変更

⇒ 高齢者等、配慮が必要な方の早期避難を促
します

●避難準備情報

●避難勧告
●避難指示

●避難準備・高齢者等
　避難開始
●避難勧告
●避難指示（緊急）


